
教員相互による授業評価シート（主体的・対話的で深い学び＆キャリア教育との関連用）

１　単元（本時）の授業目標（到達目標・行動目標・生徒に身につけさせたい力等）を記載する

　単元名

　授業目標

３　授業の構成及び学習活動（本時の展開）

資質・能力 ３観点 ６　自由記述欄

　　参観ありがとうございました。

５　本時の授業で注目した点、参考になった点、質問
　　（生徒の様子・発言・反応、指導内容・方法、教材、板書・発問・説明等）

５つの資質・能力

４　５つの資質・能力に対する授業評価（生徒の活動を５つの能力毎に具体的に評価）
　　・達成度を４段階で記入　※左頁の到達目標を概ね達成できる授業であれば「○」
　　・具体的な感想・意見をコメント欄に記入対象：２年次生４名 科目：物理

授業日：令和　６年　　10月　１０日　木曜日　　４校時

↓　この授業の中で育成を目指したい５つの資質・能力の段階と具体的な姿

５つの資質・能力
達成度評価

◎　○　△　×
具体的なコメントを記入

◎　○　△　×

まとめ
（5分）

・本時の振り返り
・次回の予告

２　本時のポイント（目標段階を達成するためにどんな工夫をするか）

・次の授業で、知識的な理解等の部分について学習す
ることを把握する。

自律力

導入
（８分）

・演示実験の観察
・今回学習する運動（斜方投
射・水平投射）の確認
・本時の学習内容・方法の確認
・ICT機器の使い方の確認

・斜方投射・水平投射は物理基礎で運動自体は既習だ
が、細かい計算などは行っていない。
・初めての形でのグループ学習なので、その自身の活
動の必要性と、それぞれの工程での作業内容を丁寧に
説明する。

自律力

展開
（３７分）

・データの解析・グラフの作成
・グループでの共有、法則性
の考察
・全体での共有

・水平投射と斜方投射のグループに分かれ、与えられた実験
画像からデータをまとめ、グラフを作成する。
・水平投射内・斜方投射内それぞれで、各々が作成するグラ
フは異なるため、グループ内で共有し、法則性を考察する。
・逆のグループに、自分たちの担当した運動について、グラ
フを基に説明を行う。

課題解決能力
協働力

論理的思考力

生徒の学習活動 指導内容・留意点

◎　○　△　×

課題解決能力

協働力

自律力

論理的思考力

◎　○　△　×

◎　○　△　×

◎　○　△　×

協働力

自律力

論理的思考力

創造力

創造力

思判表

授業者：熊谷　浩也

教室：２年A組教室

評価の観点

(単元)
・平面内を運動する物体の運動を理解し、数式を用いて表現できる。
・斜方投射・水平投射された物体の運動を、水平方向と鉛直方向に分けて理解し、数式を用いて表現できる。
(本時)
水平投射・斜方投射について、解析したデータをもとに法則性を見いだし、水平方向と鉛直方向それぞれの運動に分けて説明することが
できる。

第１編　力と運動　第１章　平面内の運動

　本時では生徒をグループに分け、各々が異なるデータ解析を行う。そのため、自身が活動に参加しなければ
全体としてのまとめが行えないことを伝え、活動への参加の意識（【自律力】）を高める。また現象を科学
的・論理的に「段階を踏んで」解析する（データから何がわかるか⇒その結果から何が言えるか⇒それを確か
めるにはどのような実験が必要か……等）ことを意識させ、データの解析・考察の仕方に係わる【論理的思考
力】を主とし、グループ活動やその議論を通して育成する【協働力】、【課題解決能力】も含めた３点を重視
していきたい。

到達目標　具体的な姿（○○ができる等）

議論の結果を元に、更に適切な結果を得る方法を模索できる

自身の意見を基にグループで議論を深められる

自己の活動の意味を理解し、積極的に参加できる

実験結果を基に、現象と結びつけて、考察することができる

（本時間では考えない）

課題解決能力


